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今⽇お話したいこと。
Ⅰ. 富⼠市の現状

Ⅱ. 地域コミュニティを取り巻く課題

Ⅲ. 地域の⼒こぶ増進計画とは？

Ⅳ. まちづくり協議会の設⽴

Ⅴ. 地区まちづくり⾏動計画の策定

Ⅵ. 今後の課題
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Ⅰ.富⼠市の現状
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富⼠市って？

ココです！
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富⼠市って？
①県内第三の⼈⼝を有する特例市です。

⼈⼝：257,903⼈ (H26.8.1現在)

世帯数：100,545 世帯 (H26.8.1現在)

⾼齢化率：24.１％ 少⼦化率：13.7％ (H26.７.1現在)
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富⼠市って？
②東⻄、南北の交通が交差する交通の要衝です。

鉄道：ＪＲ⇒新幹線(1駅) ･東海道線(4駅)･⾝延線(5駅)
私鉄⇒岳南電⾞(10駅)

道路：⾼速⇒東名、新東名 国道⇒1号、139号、469号

⾼い⾃動⾞依存率 ⇔ 公共交通の減退
⼀⽅で･･･。
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富⼠市って？
③製紙業を中⼼とした、ものづくり産業のまちです。

製造品出荷額 1兆4,248億6,260万円 ※Ｈ22県内5位

余剰施設の活⽤ ⇒ 発電所への転換

震災後 ⇒ 製紙業の⽣産縮⼩ ⇒ ⼈⼝流出

※トイレットペーパー⽣産量は⽇本⼀、シェア34.7％

平成24年度から交付団体に･･･。
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富⼠市って？
④富⼠⼭が世界⽂化遺産に登録されました！

構成資産はゼロですが･･･。

新たな産業として観光に⼒が注がれています。

海抜0ｍ〜3776ｍの富⼠登⼭
岳南電⾞が⽇本夜景遺産に認定
⼯場夜景のブーム などなど
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Ⅱ.地域コミュニティ
を取り巻く課題
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富⼠市の⾃治会は？

③ 加⼊率は、約８９％です。

②３８６の町内会・区が存在します。

①「町内会」または「区」と呼ばれています。
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地区単位のコミュニティは？
① ⼩学校区を範囲に、26地区で活発に⾏われてます。

② 各地区に団体や推進員等が20〜30存在します。

③ まちづくりセンターが地区活動を⽀援します。
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代表的な地区団体は？

① 連合町内会・区⻑会

② ⽣涯学習推進会

③ まちづくり推進会議
(現まちづくり協議会へ)
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① 連合町内会・区⻑会
地区内の町内会・区による連合組織。
地区⼈材の発掘・選出と地区資⾦の収集と分配を担う。
会⻑は、地区まちづくり推進会議議⻑との兼職が多く、地
区のガバナンスの中核を担う。
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⻘少年健全育成を⽬的に設⽴された、富⼠市独⾃の組織。
成⼈教育、体育保健、⻘少年育成、⽣活安全の４つの専⾨
部があり、体育祭、⽂化祭、安全⼤会などの事業を実施。
地区活動の中核を担う団体。

② ⽣涯学習推進会
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③ まちづくり推進会議
地区内のあらゆる分野のコミュニティ組織が参画。
地区全体で実施する祭り等のイベントや、⾏政への要望事
項を取りまとめて、⾏政懇談会を開催する等、地区内で活
動する団体同⼠の連絡調整の場。いわゆる地区代表組織。
事務局をまちづくりセンターが担う。
今年度から、まちづくり協議会に発展的移⾏。
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地域コミュニティを取り巻く課題（内因）

① 役員のなり⼿不⾜
② 事業のマンネリ化
③ 活動のやらされ感
④ 地域コミュニティの希薄化
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地域コミュニティを取り巻く課題（外因）

② ライフスタイルの多様化

① ⼈⼝減少・少⼦⾼齢化

③ 地⽅分権の推進
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⼼配される地域課題は？

独居⽼⼈

役員の⾼齢化 ⽼⽼介護

税収減少

⾏政サービスの限界

なり⼿不⾜深刻化

公共の担い⼿不⾜
地域に⼦どもが
少ない・いない

⽣きがい・
居場所不⾜

災害時の⼈⼿不⾜

ひきこもり

⼦どもの
安全・安⼼

児童虐待・
ネグレクト

晩婚・晩産

空家増加

買い物難⺠

課題がさらに拡⼤！？

少⼦化の更なる拡⼤

⽣産年齢⼈⼝の減少

⼈⼝減少社会

超⾼齢化の進⾏

地域コミュニティを取り巻く課題
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Ⅲ.地域の⼒こぶ
増進計画とは？
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地域における「新しい公共」の担い⼿

広がる課題に対応できる「共助」の柱
地域コミュニティへ⾼まる期待

課題の⼀⽅で･･･
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「地域のことは、地域で」を、

10年、20年と続けていくために、

活発な今から取り組んでいこう！
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「地域の⼒こぶ増進計画」策定！
正式名称：富⼠市まちづくり活動推進計画

計画期間：平成２４年度〜平成２８年度
策定期間：平成２２年度〜平成２３年度
策定⽅法：富⼠市まちづくり活動活性化懇話会

庁内検討委員会
住⺠ワークショップ
市⺠アンケート

24ただし、地区説明会はなし･･･。

※⾏政計画でありながら主体は地区住⺠



計画の基本指針は？

社会情勢の変化に柔軟に対応できる、

⾜腰の強い、将来にわたって

持続可能な地域コミュニティづくり
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活動実施体制

ひとづくり 活動の場・
連携

持続可能な
地域コミュニティ

の実現

実現に向けて、３つの視点から
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「活動実施体制」に関する取組の⼀部
① 組織体制の充実

② 計画的な事業実施

まちづくり推進会議 ⇒ まちづくり協議会へ

将来を⾒据えたまちづくりを「⾒える化」
⇒ 地区まちづくり⾏動計画

今回は
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Ⅳ.まちづくり協議会
の設⽴
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まちづくり推進会議からまちづくり協議会へ！
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Ｈ24.6〜8：計画の地区説明会(26回)

Ｈ24.10〜12：各地区検討会議(26回)

地区主体の設⽴検討会議スタート！

地区からの激しい反発･･･。

まちづくり協議会について⽬標を修正。



＜市の⽀援＞
・市職員による継続的なサポート
・まちづくりアドバイザー派遣
・参考資料の提供
・各地区検討状況の提供 など

まちづくり推進会議からまちづくり協議会へ！

Ｈ24,25年度：地区主体の設⽴検討会議

Ｈ26.5：市内26地区すべてで、
まちづくり協議会設⽴！
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まちづくり推進会議のイメージ

⺠
⽣
・
児
童
委
員

連
合
町
内
会
・
区
⻑
会

福
祉
推
進
会

⽣
涯
学
習
推
進
会

Ｐ
Ｔ
Ａ

⼦
供
会

環
境
団
体

⾼
齢
者
団
体

交
通
安
全
協
会

まちづくり推進会議

多くの団体が参画するも、タテ割り感が強い。
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まちづくり推進会議の課題
地区内で活動する団体や推進委員が参画しているが･･･

イベント型の活動が中⼼。

似た取組を別々にやっている。
お互いの活動を知らない。

参画する団体、推進委員同⼠も･･･
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総務･企画部⾨
（役員会など）

『みんなで
決めよう！』

活動･実⾏部⾨
（専⾨部会）

『みんなで
動こう！』

町内会・区 ⽣涯学習推進会

防犯団体
防災団体

学校・ＰＴＡ・
子ども会

消防団
水防団

青少年育成団体 各種地区団体

交通安全団体

環境団体

福祉団体

まちづくり協議会のイメージ

今のタテの活動を活かして、より強いヨコのつながりを！34



活動実⾏部⾨

より強い体制に！

地区の防災
考えよう！

地区の福祉
考えよう！

地区の安全
考えよう！

地区の環境
考えよう！

みんなで課題共有 みんなで連携協⼒

部会制の導⼊が特徴です。

地区の⽂化
考えよう！
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地区のために活動する
多くの⼈たち参画する、

まちづくり推進会議
の体制を活かして、

⽬的別の部会をつくり、

つながりあえる場として、

持続可能な
地域コミュニティ

づくり
の第⼀歩としていく。

まちづくり協議会
を設⽴することで、

まちづくり協議会の設⽴のねらい
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Ⅴ.地区まちづくり
⾏動計画の策定
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地区まちづくり⾏動計画とは？
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住⺠⾃らの⼿で策定する、将来にわたって地区
を活性化していくための計画です。

策定期間：平成２６年度〜平成２７年度
※９⽉２２⽇の全体説明会で市内２６地区の取組がスタート！

計画期間：平成２８年度〜平成３２年度
（５ヵ年計画）



40

地区の活性化に向け、
地区住⺠が主体と
なってできることを
整理し、
「⾒える化」

地区まちづくり
⾏動計画

Ｈ２８〜Ｈ３２

第5次総合計画
「地区住⺠が描くまちづくり」

Ｈ２３〜Ｈ３２

・まちづくり推進
会議が検討し、
市に提案

・ハード整備とソ
フト事業が共存

地区まちづくり⾏動計画とは？
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計画をつくることにより･･･
・既に実施している事業・活動の意義や⽬的を再確認。

・⽬指す将来像を共有することで、参加意欲や結束⼒を向上。

・地域住⺠⾃ら地域の課題を洗い出しし、解決策を考えることで、
地域のことを「⾃分ごと」に。

計画策定に対する市の⽀援は？

・市職員による継続的なサポート
・企画シート、アンケート等フォーマットの提供
・各地区の検討状況の集約と情報提供 など
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地区まちづくり⾏動計画の策定⼿順

① 地区の現況と課題の整理

② 今の事業・活動の整理
（参画団体の事業・活動も）

③ キャッチフレーズ、地区活動の⽬標、⽅針の検討

④ ５年間に取り組む事業・活動の検討
(新規事業・連携事業、既事業の継続・充実等)
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地区内の多くの⼈たち
の声を集め、

地区の⽬指すべき
将来像を描き、

「⾒える化」し、

未来を⾒据えた
地区まちづくり活動の

道しるべ
としていく。

まちづくり⾏動計画
を策定することで、
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地区まちづくり⾏動計画の策定のねらい

将来像にむかって、
まちづくり協議会が

できることを



Ⅵ.今後の課題
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② まちづくり協議会の位置づけの明確化

③ ⾏政からの財政⽀援のあり⽅

① 計画に対する温度差
・役員任期の壁。１年交替の地区も･･･。
・まちづくりセンターと地区との関係性
・計画の周知不⾜による誤解

・地区を代表する組織だが、条例、規則等に位置づけが無い。

・各種事業補助⾦を束ねた包括補助⾦制度を検討中。
Ｈ２７導⼊のはずが･･･。

・(仮)富⼠市まちづくり活動推進条例の制定を検討中。
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⑤「地域の公共の担い⼿」同⼠の連携

④ 地域づくり⼈材の育成

・仕組みだけでは地域は動かない。まちづくりは、ひとづくり。
・次世代の地域づくり⼈材を育成(⾼校⽣、⼤学⽣等)

・参加のハードルを下げる⼯夫

・「まちづくり協議会ですべて解決！」ではない。

・多様な主体との連携が必要！⾼校、⼤学、企業のＣＳＲ等

・ＮＰＯとまちづくり協議会の接点を！ＮＰＯの専⾨性・継続性は⼒。



ご清聴ありがとうございました！
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